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11月臨時会・12月定例会
11月臨時会・12月定例会では、こんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付しました
６人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

平成23年(2011年)2月1日

②
③⑭
⑥
⑩

政府関係機関に意見書を送付

法隆寺若草伽藍跡西方の調査出土・素弁八弁蓮華文軒丸瓦
（斑鳩文化財センターの冬季企画展 [ 2 月 24日～3月 29日 ] に展示予定）

そ  べんはちべん れん  げ もんのきまるがわら

中西　和夫
広報発行常任委員会

議
会
の
日
程
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　平成２２年第５回臨時会が１１月３０日に開かれ、人事院勧告
にもとづく給与・報酬関係の条例改正について審議しました。
　また、平成２２年第６回定例議会が、１２月６日から１２月２
２日までの１７日間の会期で開かれ、斑鳩町総合計画基本構想の
改定についてなど、１１議案を原案のとおり可決しました。その
他、人事案件３件について適任と答申または同意し、陳情１件に
ついて審議しました。最終日には意見書３件を上程・可決し、そ
れぞれ関係機関に意見書を送付しました。

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
例について

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例について

１１月臨時会の案件 結　果

条　

例

賛成多数で可決

４ページに賛否の討論

４ページに賛否の討論

5ページに賛否の討論

斑鳩町景観条例について

斑鳩町廃棄物の減量及び適正処理並びに環境美化に関する条例の一部を
改正する条例について

斑鳩町観光自動車駐車場条例の一部を改正する条例について

平成２２年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について

平成２２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２２年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２２年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２２年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

平成２２年度斑鳩町一般会計補正予算（第８号）について

斑鳩町総合計画基本構想の改定について

平成２２年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１）

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その２）

斑鳩町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求めることについて

高齢者が安心して暮らせる社会を実現するために斑鳩町シルバー人材センター
への支援の要望について

シルバー人材センターへの補助の縮減を行わないよう求める意見書について

ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）へ参加しないことを求める意見書につ
いて

尖閣諸島及び北方領土問題を解決するために政府の適切な対応を求める意見書
について

１２月定例議会の案件 結　果

予　

算

契
約

計
画

発　

議

条　

例

人　

事

陳
情

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で同意

満場一致で可決

満場一致で

趣旨採択※

満場一致で
適任と答申

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

３ページに関連記事。

14ページに関連記事。

※趣旨採択

陳情の趣旨については十分
理解できるが、財政事情な
どから当分の間は願意を実
現することが困難な場合に
「趣旨には賛成である」と
いう意味の採択。

應矢志図香氏、西尾雅央氏
が適任であるとの意見を答
申しました。

３ページに関連記事。
５ページに賛否の討論。

１１ページに関連記事。

宮﨑莊平氏を選任すること
に同意しました。

政府関係機関に意見書を送付

？ミニ解説

※それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場3階の議会事務局で閲覧することができます。
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ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）へ参加しないことを求める意見書
　政府は、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）について、関係国との協議を開始することを明記した「包括的経済
連携に関する基本方針」を閣議決定し、ＴＰＰ参加に向かってすすみはじめています。
　ＴＰＰは、関税を原則撤廃し、農産物の輸入完全自由化をすすめるものであり、日本農業と地域経済に深刻な打撃
をあたえることは明らかです。農業分野の関税を完全に撤廃すれば、日本の食料自給率は１４％まで低下し、コメの
自給率は１割以下になってしまうことが懸念されています。ＴＰＰへの参加は、゙ おいしい日本のお米を食べた
い゛という消費者の願いにも反し、国民の食の安全と安定的な食料供給を大きく脅かすことになります。
　農産物の関税撤廃は世界のすう勢どころか、農産物輸出国であっても、農産物の平均関税率はＥＵ２０％、アルゼ
ンチン３３％、ブラジル３５％などと高く、アメリカも乳製品や砂糖の輸入規制を続けています。日本はすでに平均
１２％まで関税を下げており、農業について「鎖国」どころか「世界で最も開かれた国」の一つになっていることは周
知の事実です。
　さらに被害は、農業と食料の問題にとどまりません。経済産業省は、ＴＰＰに参加しない場合の雇用減を８１万人
としていますが、農水省は、参加した場合の雇用減を、農業やその関連産業などを合わせて３４０万人と、不参加の
４倍以上にもなるとしています。北海道庁は、道経済が２．１兆円にのぼる損失を被るとしていますが、その７割は
農業以外の関連産業と地域経済の損失です。ＴＰＰへの参加は、日本農業を破壊するだけでなく、疲弊している地域
経済の破壊をすすめ、雇用破壊をすすめるものにほかなりません。自国の食料のあり方は、その国で決めるという
「食料主権」の問題であり、関税など国境措置の維持強化、価格保障などの農業政策を自主的に決定する権利を保障
する貿易ルールこそが、日本にも、国際社会にも求められています。
　よって、政府におかれては、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）に参加しないことを要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
平成２２年１２月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　奈良県斑鳩町議会

尖閣諸島及び北方領土問題を解決するために政府の適切な対応を求める意見書
　尖閣諸島をめぐる問題を解決するために、何よりも重要なことは、日本政府が、尖閣諸島の領有の歴史上、国際法
上の正当性について、国際社会及び中国政府にたいして、理を尽くして主張することです。
　しかし、歴代の日本政府は、１９７２年の日中国交正常化以来、本腰を入れて日本の領有の正当性を主張してこな
かったという問題があります。
　今回の漁船衝突事件でも、政府は「国内法、司法で対処する」というだけで、肝心の外交的主張を怠ってきたことが
日本固有の領土である尖閣諸島の領有に､中国側の領有権の主張を許してしまう隙をあたえてしまっています。
　また、ロシア連邦のメドベージェフ大統領が､ソ連時代を含め同国最高指導者としては初めて千島列島の国後島
を訪問しました。同大統領は歯舞、色丹を訪問するとの情報も伝えられています。この間ロシア側は、日本が連合国
への降伏文書に署名した９月２日を「第２次大戦終結の日」（事実上の対日戦勝記念日）に制定し、千島は「第２次世
界大戦の結果、ロシア連邦の領土になった」とし、その変更は許さないとの姿勢を示してきました。これらの一連の
行動は、日本の歴史的領土である千島列島と歯舞、色丹の不当な領有を将来にわたって固定化しようとするもので
あって、絶対に容認できないものです。
　今日の日ロ領土問題は、ヤルタ会談でソ連の対日参戦の条件として千島列島の「引き渡し」を要求し、米英もそれ
を認め、この秘密の取り決めを根拠に、日本の歴史的領土である千島列島を併合しました。しかもソ連は、千島列島
には含まれない北海道の一部である歯舞群島と色丹島まで占領したことは全く容認できないことです。
　日ロの領土問題の解決に当たっては、第２次世界大戦終結時に強行された、「領土不拡大」という大原則を破った
戦後処理の不公正を正すことこそ、日ロ領土問題解決の根本にすえられなければなりません。
　尖閣諸島の問題、歯舞群島と色丹島及び千島列島の領有問題解決に当たっては、歴史的事実と国際的道理に立っ
た方針を貫き、明確な領有権の主張のうえで問題解決をはかるよう強く求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
平成２２年１２月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に意見書を送付政府関係機関に意見書を送付
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特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員
　この間、民間が給料を下げれば公務員も下げる。また、
公務員が下げれば民間も下げるということが続き、繰り
返される賃下げが景気悪化に拍車をかけています。
　大企業は得た利益を労働者に配分していません。その
結果、民間企業で働く労働者が２００９年の１年間に得
た平均給与は、前年に比べて２３万７０００円、５，５％
の減となっています。今年の人事院勧告はこの民間給与
の実態を反映したものでしょうが、こうした賃下げが繰
り返されることによって、内需の６割を占める個人消費
が冷え込み、日本の経済にとって大きなマイナスとなり
ます。こうしたことから、連続する賃下げの連鎖を断ち
切る必要があると考えます。
　また、私は、町長など特別職の退職金が多すぎると、減
額を求めてきました。しかし、月額報酬や期末手当につ
いては、退職金と同じようには考えていません。きちん
と住民のために仕事をしていただくのに、必要なものま
で削減するべきではないと思っています。現在すでに、
８％のカットをされています。また、町の財政状況はお
おむね良好に運営されています。したがって、人事院勧
告に従い、むやみに引き下げを行うべきではないと考え
ます。

【賛　成　意　見】　浦　野　議　員

　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例について、原案のとおり可
決することに賛成する立場から、意見を申し上げま
す。
　本議案につきましては、人事院の給与勧告を受けて
改正される一般職の国家公務員の給与改定に伴って、
特別職の国家公務員の給与が改定されることに準じ
て、当町の町長と副町長の期末手当を引き下げる改正
を行うものであると理解をいたします。
　この人事院勧告は、今日の非常に厳しい民間の経済
情勢を反映した勧告となっており、同時に上程されて
いる当町の一般職の職員の給与改正についてもこの人
事院勧告に沿った改正をされます。
　当町の厳しい財政状況の中で、これまで町長、副町
長は自らの給料について、減額措置を実施されておら
れ、昨年度に引き続いて、本年度も人事院勧告に沿い
期末手当を引き下げるという本条例の改正の考え方に
は、住民の方々もご理解を示されると考えます。
　以上のことから、わたしは、本議案に賛成するもの
であります。

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員
　人事院勧告に準拠するかたちで、給与や期末勤勉手
当を引き下げるというが、すでに支給された４月から
１１月までの給与や期末勤勉手当の分まで、さかのぼっ
て引き下げられて、１２月に支給される期末勤勉手当
で調整されるというやり方では大きな影響がでる。いっ
たん支払ったものを返しなさいという大幅なカットと
なるやり方については、これまでから毎回納得ができ
ないと思ってきている。本来なら、今年度に決定して、
来年度から実施するというのが筋道だと思うが、この
問題だけはそうなっていないのはおかしいのではない
か。今回の期末勤勉手当からの減額は、２５歳独身の
職員で３万７ ,０００円、４０歳の妻子のある職員で８
万６ ,０００円と大変な影響を受けるものである。組合
との合意もできていない状況で議案が提出されている。
また、共済の掛け金も上がる一方で、すでに支給は減っ
ているのに、生活設計にも大きな影響を与えるもので
ある。
　さらに懸案事項としては、低い賃金で正職員と同じ
ようにがんばっていたただいている１９０人にも及ぶ
臨時職員さんには、この議案のような影響が決してな
いようにお願いをして、反対意見とする。

【賛　成　意　見】　紀　議　員

　今日の社会経済情勢は、一昨年秋の世界的な金融危
機を契機に大幅に悪化しましたが、輸出の改善や経済
対策の効果によって、若干持ち直してきているものの、
民間企業の雇用状況や賃金については、なお厳しい状
況が続いています。
　このような経済情勢のなかで、今回の人事院勧告に
おいては、公務員の給料及びボーナスが民間企業を上
回っているとの勧告が平成２２年８月に国会と内閣に
出されました。また、奈良県人事委員会でも１０月に
県議会及び知事に対して給与勧告を行っております。
　こうした給与勧告制度は、労働基本権が制約されて
いる公務員の適正な処遇を確保するため、情勢適応の
原則に基づいて公務員の給与水準を民間の給与水準に
合わせるものとして、公務員給与の決定方式として定
着しているものであります。このことから、この条例
改正については、これらの給与勧告を受けて国家公務
員や県職員の給与改正に沿い、給料とボーナスを引下
げる改正が行われており、また４月からの減額調整に
ついても民間企業の賃金の動向に照らし合わせた妥当
な措置であると考え、この条例改正に賛成します。
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斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員
　繰り返される民間と公務員による賃下げの連鎖が消
費を低迷化させており、景気をより悪化させているた
め、これ以上の賃下げは行うべきではないと考えます。
　さらに議員報酬については、もともと月額２９８ ,０
００円であったものを７％カットし、現在は月額２７
６,０００円にまで引き下げています。また、斑鳩町議会
では、当初から政務調査費制度を適用せず、日常的な調
査など、議員報酬の中から必要な経費を捻出し活動して
います。
　私は議員として活動させていただくなかで、議員の活
動というのは非常に多岐にわたり、議員活動をしなが
ら、他に仕事をしようと思っても、なかなかできるもの
ではないと感じています。そして、これ以上報酬の引き
下げが続くと、他に収入がある人でないと議員になれな
くなってしまうのではないかと心配しています。
　斑鳩町の財政は安定的に運営されており、必ずしも人
事院勧告に沿って、今すぐに引き下げが必要だとは思い
ません。
　今後、新たに議員になろうという方も含め、議員が収
入の心配なく、その役割を果たしていけるよう、現時点
で、これ以上の引き下げは行うべきではないと考えま
す。

【賛　成　意　見】　中　川　議　員
　斑鳩町議会では、議会議員の報酬、期末手当の改正に
あたっては、これまで特別職等報酬審議会の答申、また
国の人事院勧告を、終始一貫して尊重する立場をとって
きました。
　平成２２年度の人事院勧告に準じて議員報酬及び期
末手当を改正いたしますと、報酬を平均０．１％引き下
げ、期末手当の支給月数を０．１５月分引き下げるもの
であります。
　報酬については、平成１８年に議会みずから自主的に
７％を削減した経緯から考えましても、今回の引き下げ
は０．１％と少なく、引き下げ幅も千円未満であります
ことから、今回、報酬額の改定を見送ることについては、
理解をいたします。
　しかし、期末手当については、０．１５月の引き下げで
あり、議員１人あたり平均約５万９千円の引き下げとな
り、決して少なくない金額となっております。
　この期末手当の引き下げの改定を行わないならば、到
底町民皆さんのご理解は得られないものと考えます。
　よって、斑鳩町議会として、人事院勧告を尊重し改正
することが、我々議員に課せられた責務であると考えま
すので、賛成をいたします。

ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）へ参加しないことを求める意見書について

【反　対　意　見】　小　林　議　員
　現時点での、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協
定）への参加は時期尚早と考えます。また、与党内で
も反発が強く、ＴＰＰへの交渉参加という表現から、
協議開始という表現へかわった経緯からも、早期に参
加することは難しいと考えます。
　私は、現時点で意見書を提出することに反対なので
す。なぜなら、現時点でこのような意見書を提出する
ことが、国民的議論を抑制することにもつながりかね
ず、また、ＴＰＰか農業か、または守るべきは輸出産
業か、それとも国内農業かといった二者択一の問題で
はないと感じているからです。
　ＴＰＰに参加した場合の試算を経済産業省と農林水
産省が試算していますが、お互いの立場にたって、そ
れぞれの主張を優先する数字を算出しています。
　私も意見書の趣旨は理解できますが、まず、国に中
長期的な将来図を示していただきたいと考えます。そ
して、このＴＰＰにこだわることなく、参加をめぐる
議論を契機に、まず、これまで滞りがちであった自由
化レベルの高い二国間の経済連携を推し進めるべきだ
と考え、反対します。

【賛　成　意　見】　里　川　議　員
　貿易の関税は、財源と国内産業保護の目的であるが、
自由貿易協定を結ぶ際に、どの国も国民を守るために譲
れない食料は、特別に位置付けるのが通常である。食の
安全安定はすべての国民にかかわる重要な問題であり、
主食を安定的に確保し自給することは基本である。
　日本の農産物の平均関税率は１１．７％と世界でも低
く、すでに十分すぎるほど開かれている。
　さらに、１２月２日に開催された農業委員会会長代表
者集会で、ＴＰＰへの参加に断固反対する決議がされ、
奈良県内のＪＡ各店にも「断固反対」ののぼりが、あげら
れている。関税を全廃するＴＰＰへの参加と、民主党の
公約である「食料自給率５０％目標」は矛盾がある。
　反対者は、時期尚早と言われたが、１０月２１日に経
団連が発表した緊急提言は「アジア地域における経済統
合の動きと米国とを橋渡しする唯一の道は、わが国がＴ
ＰＰ交渉にできる限り早期に参加することである」とし
て、政府に詰め寄っている。
　また、農業は今でも後継者不足が心配で、斑鳩町でも
総合計画、都市計画マスタープラン、景観条例でも、この
田園風景を歴史・文化とともに守っていくべき重要な
課題としている。　
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　本定例会での一般質問は、１２月９日･１０日の両日、６人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ２人の方が傍聴に来られました。　

女
性
と
子
ど
も
の
健
康
と
命
を

守
る「
各
種
ワ
ク
チ
ン
」の

全
額
助
成
を
！

飯　髙　昭　二  議員

　本定例会での一般質問は、１２月９日･１０日の両日、６人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ２人の方が傍聴に来られました。　

女
性
と
子
ど
も
の
健
康
と
命
を

守
る「
各
種
ワ
ク
チ
ン
」の

全
額
助
成
を
！

飯　髙　昭　二  議員

議
員　

何
度
と
な
く
一
貫
し
て
、

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
等
に
つ
い

て
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
宮

頸
が
ん
は
、
先
の
定
例
会
で
無
料

へ
の
方
針
を
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
対
象

者
、
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
町

の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

今
年
度
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
全

額
助
成
を
、
中
学
一
年
生
か
ら
三

年
生
の
女
子
を
対
象
に
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

次
に
、
先
の
定
例
会
で
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

が
、
国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
て

い
る
な
か
で
の
町
の
方
針
を
伺
い

ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

今
年
度
か
ら
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
を
０
歳
か
ら
5
歳
未
満
を

対
象
に
全
額
助
成
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

次
に
昨
年
九
月
定
例
会
に

お
い
て
一
般
質
問
し
、
今
年
度
か

ら
一
部
助
成
と
な
っ
て
い
る
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、
国
の
補

正
予
算
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、

公
費
助
成
の
拡
充
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、町
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

平
成
二
十
二
年

四
月
か
ら
、
０
歳
か
ら
5
歳
未
満

を
対
象
に
接
種
費
用
の
一
部
と
し

て
三
千
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
を
全
額
助
成
す
る
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

地
域
間
交
流
の
た
め
の

　
　
　

基
盤
整
備
に
つ
い
て

議
員　

地
域
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
人

が
集
ま
る
場
と
し
て
の
施
設
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

地
域
の
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
支
援
な
ど
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
整
備
充
実
と
し
て
、
地
域
交

流
の
た
め
の
広
域
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

議
員　

地
域
の
皆
さ
ん
が
活
動
し

や
す
い
、
効
果
的
な
多
目
的
施
設

と
な
る
よ
う
要
望
し
て
お
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

う
つ
病
対
策
と
認
知
行
動
療

　
　

法
・
産
後
う
つ
対
策
に
つ
い

　
　

て

※　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

※　

農
作
業
事
故
防
止
の
強
化
と

対
策
に
つ
い
て

議
員　

保
護
者
か
ら
「
共
働
き

じ
ゃ
な
い
と
経
済
的
に
厳
し
い

が
、
子
ど
も
が
熱
を
出
す
と
、
保

育
園
に
預
け
ら
れ
な
い
の
で
、
仕

事
に
行
け
な
い
。」
な
ど
、
病
児

保
育
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
の

確
保
や
施
設
を
新
た
に
設
け
る
な

ど
、
町
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い

と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
の

答
弁
で
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
県

が
計
画
性
を
も
っ
て
、
事
業
を
展

開
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
県
へ
の
働
き
か
け
や
、
ま
た

病児･病後児保育の実施を

木　澤　正　男  議員

▲消防コミュニティセンター

病児･病後児保育の実施を

木　澤　正　男  議員

▲消防コミュニティセンター

一 般 質 問

6

一 般 質 問

6
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生
駒
郡
や
広
域
七
町
で
の
実
施
も

視
野
に
入
れ
、
具
体
的
に
行
動
を

起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

我
々
も
、
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
所
の
運
営
を

土
曜
日
も
平
日
と
同
じ
時
間
帯
に

議
員　

現
在
、
保
育
所
は
、
土
曜

日
午
後
二
時
ま
で
の
運
営
で
す

が
、
土
曜
日
も
働
い
て
い
る
方
か

ら
平
日
と
同
じ
く
午
後
八
時
ま
で

運
営
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
平
群
町
で
は
、
土
曜
日

も
平
日
と
同
じ
時
間
帯
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
斑
鳩
町
で
も
ぜ
ひ
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

現
在
、
土
曜
日

の
保
育
所
利
用
は
全
体
の
一
割
程

度
で
あ
り
、
保
育
時
間
の
延
長
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員　

土
曜
日
は
午
後
二
時
ま
で

し
か
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら

逆
に
預
け
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
土
曜
日
も
平

日
と
同
じ
時
間
帯
で
運
営
し
た

ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
保
護

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
向
調
査

を
行
い
、
実
態
を
き
ち
ん
と
つ
か

ん
だ
う
え
で
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
数
が

少
な
い
か
ら
や
ら
な
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
土
曜
日
も
働
い
て
い

る
間
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
保
育
所
の
体
制

を
充
実
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て

※　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ

い
て

※　

高
齢
者
（
独
居
老
人
）
対
策

に
つ
い
て

※　

学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

議
員　

平
成
二
十
三
年
度
に
完
全

実
施
と
な
る
小
学
生
の
英
語
に
つ

い
て
、
移
行
期
間
と
な
る
現
在
ど

う
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
来
年

度
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

現
在
、
小
中
連
携
教
育

と
し
て
小
学
五
･
六
年
生
に
は
英

語
に
慣
れ
親
し
む
た
め
、
外
国
人

英
語
指
導
助
手
を
小
学
校
各
ク
ラ

ス
に
十
七
単
位
時
間
派
遣
し
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
は
、
外
国
語
を

通
じ
て
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
五
･
六
年

生
は
年
間
三
十
五
単
位
時
間
の
英

語
活
動
の
学
習
を
す
る
。

議
員　

小
学
校
の
先
生
は
英
語
を

教
え
る
こ
と
は
想
定
外
で
あ
る
。

国
や
県
は
、
一
定
規
模
の
学
校
に

対
し
て
専
門
の
教
員
を
配
置
す
る

な
ど
の
対
策
を
取
る
の
だ
ろ
う

か
。

教
育
長　

今
の
と
こ
ろ
教
員
を
プ

ラ
ス
し
て
配
置
す
る
考
え
方
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

議
員　

現
場
の
先
生
方
は
報
告
書

の
作
成
な
ど
、
以
前
よ
り
忙
し
く

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
う
時

間
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
評
論
家

も
言
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
取
り

組
み
に
忙
し
さ
が
増
し
、
対
応
を

心
配
し
て
い
る
。

教
育
長　

外
国
人
英
語
指
導
助
手

の
活
用
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
、

す
で
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
教
職
員
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
選
別
す
る

　
　

習
熟
度
別
授
業
を
危
惧

議
員　

算
数
･
理
科
で
は
単
元
が

大
幅
に
増
え
る
こ
と
で
、
わ
か
る

子
ど
も
と
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
が

で
き
て
し
ま
い
、
習
熟
度
別
授
業

な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

教
育
長　

低
学
年
に
お
い
て
は
、

少
人
数
学
級
を
編
制
し
、
ま
た
、

高
学
年
に
お
い
て
も
、
各
学
校
で

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
、
少
人

数
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
習
熟
度

に
関
係
な
く
、
学
級
を
二
つ
に
分

け
て
、
一
人
一
人
に
き
め
細
か
い

指
導
を
し
、
て
い
ね
い
な
説
明
と

質
問
時
間
の
確
保
を
す
る
こ
と

で
、
全
体
の
学
力
を
引
き
上
げ
て

い
く
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

※　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て

※　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

※　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ト
イ
レ
の
設
備
に
つ
い
て

※　

介
護
保
険
の
今
後
の
方
向
性

に
対
す
る
問
題
点
に
つ
い
て

里 川 宜 志 子  議員

また変わる学習指導要領で
　　どうなる小学生の英語

里 川 宜 志 子  議員

また変わる学習指導要領で
　　どうなる小学生の英語

町政ここが聞きたい
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高
齢
者
の
生
命
を
守
る

　
　
　
　
　
　

対
策
は
万
全
か

吉　野　俊　明  議員

議
員　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
無

料
配
布
す
る
「
斑
鳩
町
の
暮
ら
し

の
便
利
帳
」に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

掲
載
内
容
は
福
祉
制

度
な
ど
の
行
政
情
報
の
ほ
か
、
斑

鳩
町
の
紹
介
や
歳
時
記
、
観
光
情

報
な
ど
も
掲
載
し
、
行
政
情
報
を

広
く
住
民
に
提
供
し
た
い
。

　

ま
た
、作
成
費
用
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
の
広
告
料
で
賄
い
、
町
の

費
用
負
担
は
な
い
。

議
員　

住
民
が
貰
っ
て
無
駄
と
感

じ
な
い
よ
う
に
、
広
告
料
を
い
た

だ
い
た
事
業
者
に
不
満
を
も
た
れ

な
い
、
魅
力
あ
る
便
利
帳
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
経
費
の
削
減
と
町
内
業

者
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
有
料
公

告
掲
載
事
業
と
し
て
、
図
書
館
の

雑
誌
に
ス
ポ
ン
サ
ー
を
つ
け
る
取

り
組
み
が
奈
良
県
下
で
行
わ
れ
て

い
る
。ぜ
ひ
検
討
し
て
収
入
を
少

し
で
も
増
や
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

次
に
、
斑
鳩
の
生
活
文
化
や
観

光
を
多
様
化
す
る
手
段
を
使
い
、

ど
の
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

斑
鳩
町
の
商
店

等
を
紹
介
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
を
観
光
協
会
等
の
関
係

団
体
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
や
携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
活
用
な

ど
、多
様
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
、

観
光
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

他
の
観
光
地
の
新
し
い
宣

伝
方
法
も
学
び
、
十
年
先
を
見
据

え
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

次
に
、
斑
鳩
町
の
宣
伝
に
か

か
っ
た
費
用
の
回
収
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
建
設
部
長　

現
在
は
、
法
隆

寺
を
拝
観
す
る
拠
点
通
過
型
観
光

が
中
心
で
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

が
少
な
い
。

　

新
し
い
観
光
魅
力
づ
く
り
の
取

り
組
み
と
し
て
、
回
遊
型
、
体
験

型
、
ま
ち
な
か
観
光
の
充
実
を
は

か
り
、
よ
り
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

観
光
客
に
、
斑
鳩
町
の
何

気
な
い
、
生
活
文
化
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
発
信
し
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
に
は
、
携
帯
端
末
に
よ

る
情
報
伝
達
手
段
が
有
効
で
あ

り
、若
い
世
代
が
担
当
す
る
事
が
、

効
率
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

費
用
の
回
収
方
法
を
お
金
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、
若
い
世
代
た

ち
と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
得
る

経
験
も
斑
鳩
の
財
産
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
若
い
世
代
を
地
域
に

繋
ぎ
と
め
る
施
策
を
求
め
る
。

議
員　

在
宅
時
の
高
齢
者
の
生
命

を
守
る
対
策
と
し
て
は
、
緊
急
通

報
装
置
が
あ
り
ま
す
が
、
外
出
時

に
高
齢
者
が
倒
れ
ら
れ
た
場
合
に

有
効
な
手
段
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

福
祉
課
で
七
十

歳
以
上
の
高
齢
者
に
発
行
し
て
い

る
高
齢
者
優
待
利
用
券
の
活
用
が

考
え
ら
れ
ま
す
。平
成
十
八
年
度

か
ら
平
成
二
十
一
年
度
迄
に
千
三

百
枚
発
行
さ
れ
て
お
り
、
表
面
に

当
人
の
住
所
氏
名
、血
液
型
、自
宅

の
電
話
番
号
等
を
記
載
す
る
欄
が

あ
り
、
裏
面
に
緊
急
時
の
連
絡
先

の
住
所
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
が
外
出
時
に
携
帯
さ
れ
て

い
れ
ば
体
調
不
良
な
ど
の
緊
急
事

態
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
安
全
を

守
る
一
つ
の
手
段
と
な
り
う
る
も

の
で
あ
り
、今
後
、こ
の
カ
ー
ド
の

活
用
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

住
宅
火
災
か
ら
高
齢
者
の

生
命
を
守
る
対
策
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

西
和
消
防
本
部

と
連
携
し
、
町
内
の
高
齢
者
世
帯

を
含
め
た
全
世
帯
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
普
及
対
策
を
進
め
て
お

り
、
普
及
率
の
低
い
自
治
会
に
対

し
て
は
設
置
の
啓
発
に
努
め
る
な

ど
、行
政
と
地
域
住
民
の
協
働
で
、

火
災
時
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
亡

事
故
を
防
ぐ
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員　

大
震
災
時
の
高
齢
者
の
生

命
を
守
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

緊
急
地
震
速
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
避
難
訓
練
の
実
施

等
、
町
職
員
の
震
災
時
の
初
動
体

制
に
万
全
を
期
し
、
地
域
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓
発

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

道
路
横
断
時
の
高
齢
者
の

交
通
死
亡
事
故
が
増
え
て
お
り
ま

す
が
、そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

十年先を見据えた観光PRを

小　林　　　誠  議員

一 般 質 問
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都
市
建
設
部
長　

昨
年
度
よ
り
西

和
警
察
署
管
内
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今
年
は
九
月
に
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
安
全
は
高
齢
者
が

自
分
自
身
で
守
る
も
の
と
意
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
道
路
横
断
の

疑
似
体
験
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
、
自
身
の
身
体
機
能
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

そ
の
他
の
質
問

※　

中
宮
寺
の
会
津
八
一
歌
碑
建

立
に
ち
な
ん
で
、
歌
碑
･
句
碑
･

詩
碑
等
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
に
つ

い
て

議
員　

市
町
村
が
課
税
し
て
い
る

税
に
「
都
市
計
画
税
」
が
あ
り
ま

す
。こ
の
都
市
計
画
税
と
は
ど
の

よ
う
な
税
で
あ
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。

総
務
部
長　

都
市
計
画
税
と
は
、

使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村

の
目
的
税
で
、
道
路
や
公
共
下
水

道
な
ど
、
都
市
計
画
事
業
の
整
備

費
に
充
て
る
た
め
、
市
街
化
区
域

内
の
土
地
ま
た
は
建
物
の
所
有
者

に
課
す
こ
と
が
で
き
る
税
で
す
。

　

奈
良
県
で
は
十
三
の
市
町
村
で

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。地
方
税
法

に
よ
り
制
限
税
率
は
〇
･
三
％
と

さ
れ
て
お
り
、斑
鳩
町
で
は
、〇
･

一
五
％
で
課
税
し
て
い
ま
す
。

議
員　

都
市
計
画
税
を
実
施
し
て

い
る
奈
良
県
内
の
十
三
の
市
町
村

は
ど
こ
で
、
税
率
は
い
く
ら
か
伺

い
ま
す
。

総
務
部
長　

斑
鳩
町
を
除
く
十
二

団
体
の
税
率
は
、大
和
郡
山
市
、天

理
市
、橿
原
市
、桜
井
市
、生
駒
市

の
五
団
体
が
〇
･
三
％
、奈
良
市
、

大
和
高
田
市
の
二
団
体
が
〇
･
二

五
％
、五
條
市
、御
所
市
、三
郷
町
、

田
原
本
町
、
王
寺
町
の
五
団
体
が

〇
･
二
％
で
す
。

議
員　

斑
鳩
町
の
税
率
は
、
県
内

の
設
定
市
町
村
中
、
最
低
で
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
是
非
こ
の
税
率
を

堅
持
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま

す
。

　

次
に
こ
の
都
市
計
画
税
が
ど
の

よ
う
に
今
ま
で
使
わ
れ
、
今
後
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を

伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

平
成
二
十
一
年
度

は
、
公
共
下
水
道
事
業
費
や
過
去

に
実
施
し
た
都
市
計
画
事
業
の
町

債
償
還
費
に
充
て
て
い
ま
す
。過

去
に
実
施
し
た
都
市
計
画
事
業
に

つ
い
て
例
示
し
ま
す
と
、
法
隆
寺

門
前
広
場
、法
隆
寺
藤
ノ
木
線
、上

宮
遺
跡
公
園
、
火
葬
場
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
都
市
計
画
税
は
斑

鳩
町
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
重
要

な
財
源
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

目
的
税
を
設
定
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
税
の
使
い
道

を
納
税
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。今
後
と
も
納
得
で

き
る
説
明
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※　

町
財
政
の
長
期
計
画
に
つ
い

て
※　

公
共
下
水
道
施
策
に
つ
い
て

　　都市計画税とは

伴　　　吉　晴  議員

▲高齢者優待利用券

▲法隆寺藤ノ木線

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3
階です

No.67

町政ここが聞きたい
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
四
十
二
号
、
斑
鳩
町
景

観
条
例
に
つ
い
て

（
要
点
）

　

本
町
が
平
成
二
十
三
年
一
月
一

日
か
ら
景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ

と
に
伴
い
、
奈
良
県
景
観
計
画
及

び
奈
良
県
景
観
条
例
に
定
め
ら
れ

て
い
る
事
項
の
う
ち
、
本
町
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
本
町
が

独
自
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
た
め
、
届
出
に
関
す
る
手
続
き

等
、
所
要
の
内
容
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
四
十
四
号
、
斑
鳩
町
観

光
自
動
車
駐
車
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
要
点
）

　

利
用
者
か
ら
の
声
を
反
映
し

て
、
周
辺
の
民
間
駐
車
場
よ
り
高

額
に
な
っ
て
い
る
町
営
駐
車
場
の

駐
車
料
金
を
、
平
成
二
十
三
年
四

月
か
ら
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　

普
通
・
軽
自
動
車
の
利
用
料
が

現
行
の
六
百
円
か
ら
五
百
円
に
引

き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

（
質
疑
）

　

利
用
料
金
の
減
額
で
考
え
ら
れ

る
影
響
に
つ
い
て

◎
議
案
第
五
十
号
、
平
成
二
十
二

年
度
斑
鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築

造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
要
点
）

　

第
十
二
処
理
分
区
稲
葉
汚
水
幹

線
工
事
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
竹

中
土
木
奈
良
営
業
所
と
契
約
金
額

一
億
七
千
三
百
七
十
三
万
千
九
百

五
十
円
で
契
約
を
締
結
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

契
約
に
先
立
つ
入
札
で
は
、
落

札
率
が
七
十
・
四
％
の
低
入
札
価

格
で
あ
っ
た
の
で
、
積
算
書
の
確

認
と
聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
し

た
結
果
、
契
約
相
手
と
し
て
適
当

で
あ
る
と
確
認
で
き
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
①　

公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
予
定
工
事
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
十
一
月
三

十
日
現
在
の
接
続
状
況
は
、
二
千

百
九
十
一
件
で
あ
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

②　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
い
か
る
が
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
の
稲
葉
車
瀬
区
間
の
道
路

改
良
工
事
は
完
了
し
た
こ
と
、
五

百
井
興
留
区
間
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
道
路
局
長
に

要
望
活
動
を
し
た
こ
と
等
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

③　

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。　

　

仮
称
・
法
隆
寺
駅
前
線
の
整
備

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
地
元
関
係

者
の
方
々
に
対
し
て
説
明
会
を
開

催
し
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

（
浦
野
委
員
長
記
）

　

十
二
月
十
四
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た

三
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致

で
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
、
継
続
審

査
案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

先
進
地
を
視
察
し
ま
し
た

　
「
商
店
街
の
活
性
化
」･「
浸
水
対

策
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
十
月
二

十
七
日
と
二
十
八
日
に
先
進
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
石
川
県
七
尾
市
一
本
杉

町
を
訪
れ
、
商
店
街
の
活
性
化
に

成
功
さ
れ
た
街
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

庶
民
生
活
の
風
習
の
中
で
生
ま

れ
た
「
花
の
れ
ん
」
を
各
店
先
に
飾
る
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
大

型
店
の
出
店
で
一
度
寂
れ
た
能
登
の
銀
座
通
り
に
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
た
と
い
う
実
例
で
し
た
。

　

次
の
日
は
内
灘
町
を
訪
れ
、浸
水
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

バ
イ
パ
ス
管
の
設
置
や
浸
透
貯
留
施
設
を
整
備
し
、
町
全
体
の
浸

水
被
害
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
実
例
を
研
修
し
ま
し
た
。

な
な   

お

う
ち 

な
だ

▲七尾市の商店街を視察

委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
四
十
三
号　

斑
鳩
町
廃

棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
並
び

に
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
・
自
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
と
し

て
、
三
歳
児
未
満
の
乳
幼
児
や
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
、
自
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
紙
お

む
つ
類
専
用
袋
を
無
料
配
布
す
る

こ
と
と
、
事
業
系
ご
み
袋
を
従
来

の
袋
よ
り
大
き
な
指
定
袋
を
２
種

類
追
加
す
る
改
正
で
す
。

　

紙
お
む
つ
類
専
用
袋
の
無
料
配

布
に
つ
い
て
は
、
当
委
員
会
と
し

て
要
望
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
事
業
系
ご
み
袋
の
種
類
を

増
や
さ
れ
る
も
の
で
、
平
成
二
十

三
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
結
果
）

　

満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

◎
陳
情
第
七
号　

高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
斑
鳩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
の
要
望
に
つ
い

て
　

国
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
補
助
削
減
が
示
さ
れ
て
い

る
中
、
支
援
の
要
望
を
さ
れ
た
陳

情
を
審
査
し
た
結
果
、
趣
旨
採
択

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
は
、
よ
り
一
層
企
業
と
し

て
の
努
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
町
議
会
と
し
て
、
国
に
対
し

て
、
補
助
金
の
削
減
を
行
わ
な
い

よ
う
要
望
す
る
意
見
書
を
作
成

し
、
委
員
会
発
議
で
最
終
日
に
提

案
し
ま
し
た
。

（
十
四
ペ
ー
ジ
に
意
見
書
を
掲

載
）

　

各
課
報
告
事
項

○　

衛
生
処
理
場
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て

　

衛
生
処
理
場
は
昭
和
五
十
七
年

の
供
用
開
始
か
ら
、
ま
も
な
く
三

十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
施

設
の
耐
用
年
数
は
三
十
年
程
度
と

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
町
の
考
え

方
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
今
後
の
衛
生
処
理

場
の
運
営
費
と
委
託
処
理
費
の
比

較
、
衛
生
処
理
場
の
状
況
な
ど
を

勘
案
す
る
と
、
平
成
二
十
三
年
度

末
で
衛
生
処
理
場
を
廃
止
し
、
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
、
可
燃
ご
み

の
ご
み
焼
却
等
を
委
託
処
理
に
移

行
す
る
選
択
が
有
益
な
方
法
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
委
託
に
な
っ
た
場

合
の
住
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
な

ど
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
今
後
、

当
委
員
会
と
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
･
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接

種
を
、
町
医
師
会
等
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
、
今
年
度
中
の

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し

た
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
斑
鳩
町
健
康
増
進
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。（

辻
委
員
長
記
）

　１２月１５日全委員出席のもと、本会議
から付託を受けた議案と陳情書について審
議しました。
　また、衛生処理場の今後の方向性につい
てなど、各課から報告を受けました。　
　これらの主な内容について報告します。

環境事業先進地を視察
　１０月２５日と２６日に、先進地視
察研修を行いました。兵庫県加西市で
は、ＮＰＯや民間企業が中心となった
バイオマスタウン事業の推進について
研修しました。
　また、徳島県上勝町では、ごみを３４
分別により資源化されている取り組み
や、ゴミステーションの管理運営、環境
問題の啓発を、行政ではなくＮＰＯ法
人が行っていること等を研修し、今後
の斑鳩町の環境行政を考える上で、大
いに参考にな
りました。

かみ かつ

▲

上勝町の
　ゴミステーション
　を視察

4月から紙おむつ類
専用袋を無料配布

ん
ワ
ク
チ

No.67
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継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー

の
秋
の
特
別
展
と
し
て
「
斑
鳩
の

古
墳
展
」
と
題
し
、
十
一
月
三
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
二
十
六
日
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
で
千
八
百

二
十
五
人
の
入
館
者
が
あ
り
、
遠

方
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方
に
訪

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
館
者
総
数
が
、
今
年

三
月
二
十
日
の
開
館
以
来
、
十
二

月
十
二
日
現
在
で
、
一
万
一
千
百

八
十
四
人
に
な
っ
た
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
二
十
日
に
開
催

し
た
「
子
ど
も
斑
鳩
の
古
墳
め
ぐ

り
」で
は
、町
内
の
子
ど
も
達
が
、

秋
季
特
別
展
の
展
示
品
が
出
土
し

た
古
墳
を
歩
い
て
め
ぐ
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
古
墳
が
あ
る
こ

と
に
気
付
き
、
郷
土
の
歴
史
や
文

化
財
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
利
用
者
の
声

を
聞
い
て
、
来
館
者
が
増
え
る
よ

う
運
営
の
工
夫
を
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○（
仮
称
）
地
域
交
流
館
建
設
計

画
に
つ
い
て

　

今
後
ま
す
ま
す
進
む
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、

地
域
で
の
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

へ
の
支
援
、
防
災
・
防
犯
対
策
等

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、（
仮
称
）
地
域
交
流

館
を
、
広
域
的
な
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
と

行
政
と
の
協
働
施
策
の
推
進
と
な

る
よ
う
に
町
が
４
ケ
所
建
設
し
、

地
域
が
主
体
性
を
持
っ
て
管
理
運

営
す
る
施
設
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は

・（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
用
地

の
選
定
方
法
に
つ
い
て

・
対
象
自
治
会
の
範
囲
に
つ
い
て

・
建
物
の
規
模
に
つ
い
て

・
今
後
の
町
財
政
へ
の
影
響
に
つ

い
て

・
集
会
所
補
助
金
要
綱
と
の
兼
ね

合
い
に
つ
い
て

・
完
成
後
の
地
域
が
行
う
管
理
運

営
に
つ
い
て

・（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
使
用

内
容
に
つ
い
て

・
広
域
的
な
自
治
会
の
意
味
に
つ

い
て

・
併
設
が
考
え
ら
れ
る
、
公
園
に

つ
い
て

・（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
利
用

規
約
の
制
定
に
つ
い
て

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

○　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
の
導
入
に

つ
い
て

○　

斑
鳩
小
学
校
民
俗
資
料
室
の

一
般
開
放
を
平
成
二
十
三
年
三
月

末
で
終
了
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

委
員
か
ら
斑
鳩
小
学
校
民
俗
資
料

室
の
今
ま
で
の
広
報
に
つ
い
て
、

今
後
団
体
で
申
し
込
ま
れ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
等
、
質
疑
・
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
伴
委
員
長
記
）

　

十
二
月
十
六
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
継
続
審
査
案
件
「
斑
鳩
町
に

お
け
る
歴
史
的
史
跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
や
、
（
仮
称
）
地
域
交
流
館
建
設
計
画
に
つ
い
て
な
ど
の
各
課
報
告

事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

先進地を視察しました
　１０月２１日と２２日に、先進地視察研修を
行いました。
　島根県斐川町では、行財政集中改革プランに
ついて具体的な取り組み内容を聞き、地方財政
の運営について研修を深めました。
　また、島根県松江市と鳥取県米子市では、史
跡の整備状況について視察し、今後、斑鳩町の
史跡整備をすすめていく上で参考となりました。

ひ　かわ

▲

松
江
市
の
史
跡
整
備
を
視
察

委員会のうごき
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予 算決算常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
に
つ

い
て

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
二
千
九
百

十
三
万
一
千
円
を
減
額
し
、
総
額

八
十
二
億
一
千
八
百
二
十
四
万
一

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事
院
勧
告
等
の
影
響
に
よ
る

人
件
費
の
減
額
な
ど
が
主
な
内
容

で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
助
成

に
お
け
る
低
所
得
者
の
範
囲
と
補

助
金
額
の
内
訳
に
つ
い
て
、
斑
鳩

小
学
校
へ
の
落
雷
と
修
理
に
つ
い

て
、
子
ど
も
手
当
の
当
初
予
算
見

込
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

　

人
件
費
の
減
額
等
に
よ
り
、
既

定
の
予
算
額
か
ら
、
百
万
円
を
減

額
し
、
総
額
三
十
四
億
四
百
一
万

八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。　

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
五
百
五
十

二
万
三
千
円
を
減
額
し
、
総
額
十

一
億
八
千
四
百
十
七
万
七
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

人
件
費
の
減
額
補
正
と
、
第
十

二
処
理
分
区
稲
葉
汚
水
幹
線
工
事

の
契
約
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴

う
減
額
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
低
入
札
価
格
で

落
札
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
下
請
等

へ
の
影
響
や
町
民
へ
の
安
全
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　

人
件
費
の
減
額
に
よ
り
、
既
定

の
予
算
額
か
ら
六
百
六
十
六
万
円

を
減
額
し
、
総
額
十
六
億
三
千
七

百
四
十
三
万
三
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

　　

人
件
費
の
減
額
に
よ
り
、
既
定

の
収
益
的
支
出
の
予
算
額
か
ら
二

百
四
十
四
万
円
を
減
額
し
、
総
額

七
億
四
千
四
百
八
十
八
万
五
千
円

と
さ
れ
ま
す
。

（
結
果
）
こ
れ
ら
の
五
議
案
は
、

す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
平
成
二
十
二
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
に
つ

い
て

　

昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
成
立

し
た
国
の
第
一
次
補
正
予
算
に
伴

う
交
付
金
や
国
庫
補
助
制
度
に
か

か
る
、
斑
鳩
町
の
補
正
予
算
で

す
。

　

今
回
の
国
の
地
域
活
性
化
交
付

金
は
、
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」

と
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
と
し

て
は
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
の

充
実
や
、
道
路
環
境
の
整
備
、
健

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
充
実
等
十
三
事

業
で
五
千
三
百
四
十
五
万
四
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
と
し
て
、
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
の
充
実
、
乳
幼
児
訪

問
指
導
の
実
施
等
、
九
事
業
で
二

千
六
十
八
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
等
八
千
四
百
六
十
五
万
円

な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
･
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
対
し

て
国
庫
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
追
加
補
正
な
ど
、
既

定
の
予
算
額
に
一
億
六
千
二
百
八

十
二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総
額

八
十
三
億
八
千
百
六
万
四
千
円
と

す
る
補
正
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
交
付
金
制
度
や

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、
質
疑

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
嶋
田
委
員
長
記
）

　１２月１３日、全委員出席のもと、予算
決算常任委員会を開催し、本会議から付託
を受けた５議案を審査し、最終日に追加上
程された補正予算について説明を受けまし
た。
　この主な内容について報告します。

▲きめ細かな交付金で砂ぼこり対策が
　実施される健民グラウンド
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十
二
月
議
会
で

は
、
今
後
十
年
間
の

町
づ
く
り
の
基
本
構

想
を
定
め
た
第
四
次

総
合
計
画
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
を
よ
り
活

力
あ
る
町
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政

主
体
で
は
な
く
、
住

民
参
画
に
よ
る
住
民

主
体
の
町
づ
く
り
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
々
の
議
会
内
容
を
お

知
ら
せ
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」

は
、
住
民
参
画
の
町
政
運
営
を

進
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
、
委
員

一
同
、
真
剣
な
議
論
の
元
に
編

集
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

少
な
い
紙
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
「
議
会
だ
よ
り
」
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

広
報
発
行
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

″″

吉　

野　

俊　

明

木　

澤　

正　

男

中　

川　

靖　

広

紀　
　
　

良　

治

飯　

髙　

昭　

二

　少子・高齢化が急速に進展するなか、年金支給開始年齢の引き上げや税制面でも老年者控除の廃止、公的年
金等の控除額の引き下げが行われ、高齢者の負担は増大してきた。また、さらに退職所得に関わる個人住民税
の税額控除の廃止が税制改正で検討されており、高齢者の生活に大きな影響が懸念される。
　一方、企業における継続雇用は、経済社会の構造的な変化と現下の厳しい経済情勢のなか、その取り組みは
進んでおらず、高齢者の雇用機会の確保が喫緊の課題となっている。
　シルバー人材センターは、高齢者の就業の機会を確保し、もって高齢者の福祉の増進に資することを目的と
した公益法人であり、地方公共団体との連携のもと、介護・福祉・教育・育児支援サービスや公園・施設の管
理、清掃など、様々な事業にたずさわり、地域社会に根付いたかけがえのない存在となっている。また、働く
ことを通じて地域社会の一員として高齢者の生きがいを実現し、健康の維持・増進にも寄与している。
　運営のための主な財源は、事業受託収入の一部である事務費と、国及び地方公共団体からの補助金であり、
現在の低迷する経済情勢のもとで、受注が減少するなど、運営は厳しい状況となっている。
　このような状況下において、補助が縮減されれば、会員の配分金の
減額につながり、ひいては、シルバー人材センターの存続も難しくな
る。その結果、会員である高齢者の社会参加の機会を狭め、生活を圧
迫するなど、高齢者福祉に及ぼす影響は深刻なものとなる。
　よって、国におかれては、高齢者の生きがい就業と生活の圧迫につ
ながるシルバー人材センターへの補助の縮減を行わないよう強く要望
する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
平成２２年１２月２２日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

シルバー人材センターへの補助の縮減を行わないよう求める意見書

政府関係機関に意見書を送付政府関係機関に意見書を送付

12月定例会では、「シルバー人材センターへの補助の縮減を行わないよう求める意見書」が
提案・可決され、政府関係機関に意見書を送付しました。

（
木
澤
副
委
員
長
記
）

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

　

開
会
時
間
は
18
日（
金
）は
午
後

１
時
30
分
、
そ
の
他
の
日
程
は
午

前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
※

は
本
会
議
終
了
後
）。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
金
）

２347891011141518
日（
火
）

日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

1516171821
3
月

2
月

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

総
務
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

い
ず
れ
も
開
会
予
定
時
間
は
午
前
９
時

2
月
25
日（
金
）本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

　
　
　
　

※
広
報
発
行
常
任
委
員
会

※

広
報
発
行
常
任
委
員
会

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
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